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北
海
道
旭
川
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
仙
台
一
中
、

和
一
〇
年
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
に
ご
入
学
、

洋
史
学
専
攻
を
卒
業
さ
れ
た
。
引
き
続
き
大
学
院
に
入
学
さ
れ
、

手
を
も
勤
め
ら
れ
た
が
、
昭
和
一
七
年
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
北
京

に
留
学
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
語
や
中
国
語
を
学
ば
れ
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
一

年
、
帰
国
し
て
京
都
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
と
な
ら
れ
、
昭
和
二
五
年
、

神
戸
大
学
文
理
学
部
助
教
授
、
昭
和
二
九
年
、
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
、

昭
和
三
六
年
、
文
学
博
士
、
昭
和
四
一
年
、
同
教
授
と
な
り
、
昭
和
五
三
年
、

定
年
に
よ
り
ご
退
官
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、
引

　
　
本
会
の
元
理
事
長
、

　
佐
藤
長
先
生
は
、
平
成

　
二
〇
年
一
月
六
日
、
肺

　
炎
に
よ
り
逝
去
さ
れ
た
。

　
享
年
九
三
歳
。
こ
こ
に

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧

　
げ
る
。

　
　
先
生
は
、
大
正
三
年
、

　
山
形
高
校
を
経
て
、
昭

昭
和
一
四
年
、
史
学
土
量

　
　
　
　
　
　
文
学
部
副

き
続
き
仏
教
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
六
〇
年
、
こ
れ
を
退
任
さ
れ
た

が
、
仏
教
大
学
で
は
、
そ
の
後
も
嘱
託
教
授
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
平
成
七

年
ま
で
講
義
を
担
当
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
京
都
大
学
で
は
、
評
議
員

を
経
て
、
昭
和
四
八
年
、
文
学
部
長
を
勤
め
ら
れ
た
。
ま
た
昭
和
五
四
年
に

は
日
本
学
士
院
賞
、
平
成
九
年
に
は
大
同
生
命
地
域
研
究
賞
を
受
賞
さ
れ
、

さ
ら
に
昭
和
六
二
年
、
勲
二
等
瑞
宝
賞
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
。

　
先
生
が
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
の
分
野
で
、
国
際
的
に
知
ら
れ
た
碩
学
で
あ
る

こ
と
は
、
い
ま
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
生

は
羽
田
亨
先
生
の
最
後
の
、
最
も
お
若
い
門
下
生
と
し
て
、
羽
田
先
生
を
終

生
敬
慕
さ
れ
て
い
た
。
先
生
ご
自
身
の
お
言
葉
に
よ
れ
ば
、
先
生
が
チ
ベ
ッ

ト
史
を
研
究
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
羽
田
先
生
の
お
弟
子
で
あ
る
先
輩

た
ち
が
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
の
分
野
で
す
で
に
満
蒙
史
や
中
央
ア
ジ
ア
史
を
研

究
テ
ー
マ
に
選
ん
で
い
た
の
で
、
た
だ
一
つ
残
さ
れ
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
史
を

選
ば
れ
た
の
だ
と
い
う
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

た
と
え
一
つ
だ
け
残
っ
て
い
て
も
、
チ
ベ
ッ
ト
史
を
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に

選
ぶ
人
は
今
も
昔
も
少
な
い
。
現
に
、
羽
田
先
生
の
門
下
に
綺
羅
星
の
如
く

並
ん
だ
先
生
の
先
輩
た
ち
は
誰
一
人
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
史
を
選
ば
な
か
っ
た

し
、
ま
た
先
生
の
弟
子
た
ち
も
同
様
で
あ
っ
た
。
先
生
の
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト

史
研
究
上
』
の
「
序
」
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
自
然
の
厳
し
さ
と
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
過
酷
な
ま
で
の
生
活
を
描
写
し
た
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ニ
の
記
述
で
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始
ま
る
。
先
生
は
、
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
も
、
チ
ベ
ッ
ト
の
自
然
と
同
じ
よ
う

に
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
「
遂
に
は
救
わ
れ
が
た
い
状
態
に
立
到

る
」
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
、
当
初
か
ら
気
づ
い
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。
そ

れ
で
も
先
生
は
こ
の
困
難
な
路
を
選
ば
れ
た
。
先
生
と
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
と

の
運
命
的
と
も
い
う
べ
き
結
び
つ
き
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
先
生
は
お
若
い
頃
か
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
そ
の
生
涯
に
九
つ
の
優
れ
た

交
響
曲
を
残
し
た
よ
う
に
、
ご
自
分
も
「
売
れ
な
い
九
つ
の
書
物
」
を
残
し

た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。
売
れ
な
い
本
と
は
純
学
術
的
な
書
物
の

意
味
で
あ
ろ
う
。
実
に
壮
大
と
も
い
う
べ
き
お
考
え
で
あ
る
。
事
実
、
先
生

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
新
し
い
独
創
的
な
研
究
の
み
を
追
究
さ
れ
、
遂
に

一
般
向
け
の
書
物
は
一
冊
も
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
学
問
の
進
展
に
の
み
関
心

を
持
つ
真
の
研
究
者
で
あ
っ
た
先
生
に
は
、
そ
の
よ
う
な
書
物
を
書
く
時
間

的
余
裕
も
、
ま
た
そ
の
お
気
持
ち
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
先
生
は
こ
の
壮
大
な
計
画
に
沿
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
史
の
分
野
で
、
ま
ず
吐

蕃
王
国
史
の
再
構
成
に
見
事
に
成
功
し
た
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
上
下
』

を
著
さ
れ
た
。
こ
の
二
冊
は
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
の
水
準
を
一
挙
に
国

際
的
水
準
に
ま
で
高
め
た
ま
さ
に
画
期
的
な
著
作
で
あ
る
。
次
ぎ
に
、
唐
よ

り
吐
蕃
に
到
る
行
程
路
を
、
清
朝
時
代
の
地
図
な
ど
を
も
駆
使
し
て
解
明
し

た
『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
騙
を
著
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
羽
田
亨
先
生
と

共
に
先
生
の
師
で
あ
っ
た
宮
崎
認
定
先
生
の
「
天
下
の
大
道
は
昔
か
ら
変
わ

る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
い
わ
ば
定
理
を
ご
自
身
の
研
究
に
適
用
さ
れ
た
著

作
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
対
し
て
、
昭
和
五
四
年
、
日
本
学
士
院
賞
が
与
え

ら
れ
た
。
こ
の
書
物
で
の
ご
受
賞
は
、
先
生
に
は
ま
っ
た
く
予
想
外
の
出
来

事
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
先
生
に
は
な
か
な
か
実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
授
賞
式
な
ど
で
天
皇
陛
下
の
御
前
に
で
た
と
き
、
先
生
に
も
は
じ
め
て

「
有
難
い
」
と
い
う
想
い
が
湧
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
先
生
は
、
吐
蕃
王
国

崩
壊
後
の
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
を
検
討
し
た
『
中
世
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
を
著
さ

れ
た
。
古
代
の
研
究
が
一
段
落
す
る
と
、
先
生
は
す
ぐ
に
中
世
の
研
究
に
進

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
よ
く
、
歴
史
家
は
通
史
の
執
筆
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
古
代
史
に
続
い
て
中
世
史
を
上
梓

さ
れ
た
の
は
、
先
生
の
そ
の
思
い
の
証
と
い
え
る
。
中
世
チ
ベ
ッ
ト
史
関
係

で
は
、
こ
の
他
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
の
訳
注
咽
フ
ウ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
…

チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
臨
が
あ
り
、
ま
た
『
明
実
録
』
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
関
係
の
記

事
を
抽
出
さ
れ
た
『
明
代
西
蔵
史
料
1
・
明
実
録
抄
』
も
あ
る
。
以
上
の
チ
ベ

ッ
ト
史
関
係
の
専
門
書
の
み
で
、
先
生
の
こ
著
作
は
す
で
に
六
冊
を
数
え
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
先
生
は
羽
田
亨
先
生
の
お
仕
事
を
継
承
し
て
、
隅
五
体

清
文
鑑
訳
解
』
上
、
下
を
完
成
さ
れ
た
。
咽
五
体
清
文
鑑
』
は
、
清
朝
時
代

に
作
ら
れ
た
満
・
蔵
・
蒙
・
回
・
漢
の
五
力
国
語
の
対
訳
辞
書
で
あ
る
。
さ

ら
に
先
生
は
、
近
年
、
『
中
国
古
代
史
論
考
腕
を
出
版
さ
れ
た
。
遊
牧
民
族

が
中
国
史
の
展
開
に
果
た
し
た
重
要
な
役
割
を
古
代
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
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と
さ
れ
た
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
冊
を
加
え
る
と
、
先
生
は

生
涯
に
確
か
に
九
冊
の
学
術
書
を
残
さ
れ
た
。
先
生
は
そ
の
お
若
い
こ
ろ
か

ら
の
壮
大
な
ご
計
画
を
完
全
に
達
成
さ
れ
て
、
彼
岸
へ
と
旅
立
た
れ
た
の
で

あ
る
。
研
究
者
と
し
て
実
に
見
事
な
ご
生
涯
と
い
う
他
は
な
い
。

　
先
生
の
学
問
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
語
等
の
諸
史
料
の
記
述
を
あ
く
ま
で

も
重
ん
じ
、
根
拠
の
乏
し
い
こ
と
は
決
し
て
い
わ
れ
な
い
、
実
証
的
か
つ
本

格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
羽
田
亨
先
生
の
偉
大
な
学
風
を
正
し
く
継

承
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
先
生
の
お
教
え
を
受
け
た
私
達
後
進
の
任
務

は
、
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
厳
し
い
姿
勢
と
先
生
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
学

問
を
少
し
で
も
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
こ
こ
で
は
先
生
の
偉
大
な
研
究
者
と
し
て
の
側
面
の
み
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、
先
生
は
同
時
に
、
優
れ
た
教
育
者
で
あ
り
、
ま
た
、
お
話
し
好
き

の
実
に
魅
力
的
な
方
で
あ
っ
た
。
先
生
に
は
女
性
の
フ
ァ
ン
も
多
く
、
先
生

と
瀬
戸
内
寂
聴
師
と
の
北
京
留
学
時
以
来
の
六
〇
年
を
越
え
る
長
い
ご
交
友

に
つ
い
て
も
知
る
人
は
多
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
他
誌
の

先
生
の
追
悼
文
で
も
す
で
に
少
し
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
省
略
し

た
。　

さ
ら
に
、
先
生
の
御
経
歴
や
御
研
究
に
つ
い
て
は
、
先
生
が
仏
教
大
学
教

授
を
退
任
さ
れ
る
に
当
た
り
祝
賀
会
で
配
布
さ
れ
た
「
謝
恩
ー
チ
ベ
ッ
ト
史

研
究
の
回
顧
」
（
私
家
版
、
昭
和
六
〇
年
）
と
先
生
を
囲
む
座
談
会
の
記
録

で
あ
る
「
学
問
の
思
い
出
一
佐
藤
長
博
士
を
囲
ん
で
一
」
（
『
東
方
学
』
一
〇

七
、
平
成
一
六
年
）
が
参
考
に
な
る
こ
と
を
付
記
し
た
い
。

　
先
生
が
御
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
騒
乱
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
は
や
そ
れ
を
お
う
か
が
い

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
今
は
た
だ
、
懐
か
し
い
先
生
の
面
影
を

偲
び
つ
つ
、
先
生
の
ご
冥
福
を
衷
心
か
ら
お
祈
り
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
間
野
英
二
）
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